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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘 　　　　 要

　本研究 は 培養基質 とし て 玉 蜀黍 ， 麩及 び 米糖 を用 い，糖化菌株 は ・4ψ・o
胆

α 6
，
AsP・atvamori 　var ・　fumeu∫ 及 び

AsP ・niger を 使用 し た．か くし て 液 体 麹 中 に 生 成 した 糖類の 検出 と定量 に は Paper　chromatography に ょっ た．

　1） 玉 蜀黍を基質 とす る液体麹 か らは Xylose
，　Glucose，α

一disaccharide
，　Malt【）se

， β一disaccharide，　 Isomaltose，

Panoscが検出された．その 中で も Glucosc の 生成量は最 も多 く，
Asp．　atvameri 　var ・　fumeusは 17・5を生 じ た．

　2） 麩 を 基 質 と し た液 体麹 か らは Asp ．　ni．g・er の 培 養 に よ t） Xyrose
，　Glucose，α 一disaccharide，　 Maltose，β一dj−

saccharide ，130maltose ，
　Panose 及 び Higher　oligosaccharide の 険出 を 見 た，然 るに Asp．　 orptzae の 培 養で は そ の

中 Xylose，　Panose 及び Higher 　oligosaccharide は 認 め られ な か つ た．叉 Asp・awamori 　 var ・fumeusの 培養で は

α 一disaccharide，　Panose，　Iligher　oligosaccharaidc が 検出 され な か つ た．

　3） 米 糠 を基 質 と し た液体麹 に Asp ・o堺 齠 を 培養 し た 場合 に は Xylose，　Glucose，α
一disaccharide及 び Maltose

を検 出し た に 過ぎない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丈 　　　　　献
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　 ビール の 溷濁 と 一SH の 作 用

　　F、KNORR ： Brauwelt　711 （1957）

　大麦か ら ビール に 至 る各 段 階の 試 料 をペ ー
ク ロ 及 び

電 気 泳 動法 に 依 つ て 分雛定量を 行つ t ．溷濁 に 関係す

る の は高分 子 蛋 白 質 で あ リ タ ン ＝ ン
， 金 属 イ オ ン と反

応 し て 形 成 さ れ る の で そ の 様 な 補助 物 質が な け れ ば 擱

濁 は 生 じ な い 、「コ ロ ・イ ド状 可 溶状 態 か ら不 溶状態即 ち

潤濁 を もた らす 物質は SH 基 を もつ もの で あ つ て 酸化

され て
一S−S一化 合 物 と な る もの と考 え られ る n ビール

の 潮 濁 を 防止 す る に は 変質麦 芽 の 使用 を さ け る 事，麦

芽汁を 低 温 に 保 つ 事， ボ ツ プ 及 び タ ン ＝ ン の 量 を 少 く

す る
’
事，高 温 通 気 に よつ て 不 安 定 な 化 含 物 を 除 去 す る

事 ，
ビ ール 中 に 空 気 の 混 入 す る の を 防 止 す る，ビ ール

の 攪拌 時 間，保 存 の 時 間 を気芝縮 す る 事， ビール を 蛋 rl

質 分 解 酵 素，酸化防 止 剤 ， 沈 澱 剤 ， 吸 着 剤で 処 哩 す る

事 ら が 考 え られ る 、　　　　　　　　 （束，

　グル タ ミ ン 酸 decarboxylase に よ るグ ル タ ミン 酸

　 の 定黌

　　M ．SEIDMAN 　 add 　 M ．J．　BLISH ：

　　　J．Agric．＆ Food　 Ghem ．5，448 （1957）

　 食 贔 や 醗 酵 原 料 中 の L 一グル タ ミ ン 酸 を定 量す る
一．・

乎段 と し て L一グ ル タ ミ ン 酸 Decarboxylase の 応用 を

試 み た ，酵 素 は E、coli　 ATGC 　Strain　4757 の もの を

用 い にが 酵 素液 は L一グ ル タ ミ ン 酸 Decarboxylase の

外 L−gluta・ninase 及 び Catalasc　 le含 t・．そ れ 故 分 析

に か 1ナる 試 料 は 金 て pH 　6．5 で reHex 及 び低 い pH

に て 加 熱 し て 夫 々 グ ル タ ミ ン 及 び 過酸化水素 を 除去す

る 9

酵 素 に よ つ て 遊雛 さ れ た 炭 酸 ガ ス を ワ
ール ゾ ル ヒ の 検

圧 計 に て 醐 定 し再現 率 の よ い 結 果 を 得 た．測 定 の 標準

偏差 は 土 1．o％で あ つ た

　 カ ビ に依 る レ ly5inの 生 童

　 　 M ．RICHARD ＆ R ．H ．　 HASKINS ；

　　　Canad ．　J．　Microbiol　3，543 （1957）

（東 ）

　 戳 料 用 植 物 性 蛋 白 に リ ヂ ン を 安価に 補給す る 日的 の

もとに 60D 以上 の カ ビ 類 に つ い て 深 部攪拌 培 養 に よ る

リ ヂ ン 生 産 株 の Screen 三ng を行 つ た． カ ビ 類 は 24種 の

Actinomりtces， 14 」PhycomJces，5Ascom ）ese，47　Basidiomアー

cetes　414　Fungi ∬mψerfeeti 及 び 114の 不明の もの で あ

る．そ の う ち63株 が Leuconestoc　 mesentetm
−
des に よ る

turbidimetric 　 bioassay　に て 検 出 し うる リヂ ン を生 産

し た．う ら12株 は培 地 ml 当 り 5−− 15mg に 逑 し ，
2 株

は ， 培 地 に 尿 素 又 は 酢 酸 γ ン モ ン を 添 加 し pH を
．・

定

に 保 っ 事 に ょ っ て 200− 300mg に 及 ぶ 生 産 を見 た 。尚

こ れ らに つ い て の 詳 しい 説明は 　　　　　　 ・

　DuLANERY 　et 　 al．に よ る 報告 canad ．　J．Biochem ．

　Physiol．34， 1195 （1956） 及 び

　 Canad．　J．　 Microbiol．3，
467 （1957）

に 述 べ られ て い る u 　　　　　　　　　　 （東 ）

　短 期 貯 蔵に よ る小 麦 粉 の 化 単成 分 の 変化

　
‘D．B．　PRATT ：Cereal　Science　 Today 　2

，
191（1957）

　 貯 蔵 中 の 小 麦 粉 は 小 し つ つ な が ら 化 学 成 分 が 変 化ず

る． こ の 変 化 は貯 蔵 開 始 後 7− 11日 が もつ と も甚 だ し

く こ の と き所謂
“ Sweating

”
夂 は

“Greeness”な る 現

象 が 見 られ る，化 学的 に は Air−head 中 の CO2，マ ル

ト
ーズ 量， ア ミ ラ ーゼ カ ， 物理 的 に は 伸 長 姓 ・抵 抗 性

らに 夫 々 顕著 な 変化が 観 察 さ れ た．　　　 （東）
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